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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 1月 26日 (2007.1.26)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 カ プ セ ル に よ り 貯 蔵 さ れ る 薬 物 ；
　 被 験 者 の 胃 腸 管 内 で の カ プ セ ル の 配 置 に 応 答 し て そ の 状 態 を 変 え る よ う に 適 合 化 さ れ て
い る 、 環 境 感 受 性 の 機 構 ； お よ び
　 環 境 感 受 性 の 機 構 の 状 態 変 化 に 応 答 し て 、 胃 腸 管 の 内 皮 層 を 直 接 通 し て 薬 物 を 駆 動 す る
よ う に 適 合 化 さ れ て い る 駆 動 機 構 、
を 含 ん で な る 摂 取 可 能 な カ プ セ ル
を 含 ん で な る 、 薬 物 投 与 の た め の 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 環 境 感 受 性 の 機 構 が 、 該 カ プ セ ル が 被 験 者 の 小 腸 に あ る 場 合 に 状 態 の 変 化 を 受 け る よ う
に 適 合 化 さ れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 カ プ セ ル が 、 環 境 感 受 性 の 機 構 の 状 態 変 化 に 応 答 し て 膨 張 す る よ う に 適 合 化 さ れ て い る
自 己 膨 張 可 能 な 部 分 を 含 ん で な る 、 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 環 境 感 受 性 の 機 構 が カ プ セ ル の を 含 ん で な る 、

請 求 項 １ ま た は ２

表 面 上 の コ ー テ ィ ン グ 請 求 項 １ ま た は ２



に 記 載 の 装 置 。  
【 請 求 項 ５ 】
　 コ ー テ ィ ン グ が ｐ Ｈ 感 受 性 の コ ー テ ィ ン グ を 含 ん で な る 、 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 コ ー テ ィ ン グ が 、 状 態 の 変 化 の 前 に 、 胃 腸 管 の 第 一 の 液 体 と の 駆 動 機 構 の 接 触 を 実 質 的
に 防 止 す る 様 式 で 駆 動 機 構 の 一 部 分 を 覆 う よ う に 適 合 化 さ れ て お り 、 ま た 、
　 該 コ ー テ ィ ン グ が 、 胃 腸 管 の 第 二 の 液 体 応 答 し て 、 駆 動 機
能 の 該 部 分 を 除 覆 す る よ う に 適 合 化 さ れ て い る 、

に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 駆 動 機 構 が 、 該 駆 動 機 構 の 該 部 分 の 除 覆 に 応 答 し て 、 胃 腸 管 の 内 皮 層 を 直 接 通 し て 薬 物
を 駆 動 す る よ う に 適 合 化 さ れ て い る 、 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 カ プ セ ル が そ の 鋭 利 な 先 端 を 含 ん で な る 針 を 含 ん で な り 、 ま た 、
　 該 針 の 先 端 が 、 環 境 感 受 性 の 機 構 の 状 態 変 化 に 応 答 し て 、 胃 腸 管 の 内 皮 層 に 接 触 す る よ
う に 適 合 化 さ れ て い る 、

に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 駆 動 機 構 が 制 御 部 、 第 一 の 電 極 お よ び 第 二 の 電 極 を 含 ん で な り 、 ま た 、
　 該 制 御 部 が 、 環 境 感 受 性 の 機 構 の 状 態 変 化 に 応 答 し て 第 一 お よ び 第 二 の 電 極 の 間 で 電 流
を 駆 動 す る よ う に 適 合 化 さ れ て い る 、

に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 駆 動 機 構 が 第 三 の 電 極 を 含 ん で な り 、 か つ 、 制 御 部 が 、 環 境 感 受 性 の 機 構 の 状 態 変 化 に
応 答 し て 第 一 お よ び 第 三 の 電 極 の 間 で 電 流 を 駆 動 す る よ う に 適 合 化 さ れ て い る 、
に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 制 御 部 が 、 第 一 お よ び 第 二 の 電 極 の 間 で 駆 動 さ れ る 電 流 を 、 本 質 的 に イ オ ン ト フ ォ レ ー
シ ス 電 流 よ り な る よ う 設 定 す る よ う に 適 合 化 さ れ て お り 、 ま た 、
　 制 御 部 が 、 第 一 お よ び 第 三 の 電 極 の 間 で 駆 動 さ れ る 電 流 を 、 本 質 的 に 電 気 脈 動 電 流 よ り
な る よ う 設 定 す る よ う に 適 合 化 さ れ て い る 、

に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 制 御 部 が 、 電 気 脈 動 に よ っ て 胃 腸 管 の 内 皮 層 の 強 固 な 接 合 部 を 通 る 薬 物 の 伝 導 を 増 大 さ
せ る よ う に 電 流 を 設 定 す る よ う に 適 合 化 さ れ て い る 、 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 制 御 部 が 、 電 流 が 約 １ ０ ０ Ｈ ｚ 未 満 の 特 徴 的 な 周 波 数 を 有 す る よ う に 設 定 す る よ う に 適
合 化 さ れ て い る 、 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 制 御 部 が 、 電 流 が 約 １ Ｈ ｚ よ り 大 き い 特 徴 的 な 周 波 数 を 有 す る よ う に 設 定 す る よ う に 適
合 化 さ れ て い る 、 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 制 御 部 が ： （ ａ ） 胃 腸 管 の 内 皮 層 を 通 し て 薬 物 を イ オ ン ト フ ォ レ ー シ ス 的 に 駆 動 す る の
に 十 分 な レ ベ ル で あ り 、 か つ （ ｂ ） 電 気 脈 動 に よ っ て 胃 腸 管 の 内 皮 層 の 強 固 な 接 合 部

薬 物 の 伝 導 を 増 大 す る よ う 電 流 を 設 定 す る よ う に 適 合 化 さ れ て い る 、 に 記 載 の
装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 電 流 が イ オ ン ト フ ォ レ ー シ ス 電 流 お よ び 電 気 脈 動 電 流 を 包 含 し 、
　 制 御 部 が 、 第 一 お よ び 第 二 の 電 極 の 間 で イ オ ン ト フ ォ レ ー シ ス 電 流 を 駆 動 す る よ う に 適
合 化 さ れ て お り 、 ま た 、
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を 通
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　 制 御 部 が 、 第 一 お よ び 第 二 の 電 極 の 間 で 電 気 脈 動 電 流 を 駆 動 す る よ う に 適 合 化 さ れ て い
る 、

に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 駆 動 機 構 が ピ ス ト ン お よ び ピ ス ト ン 駆 動 装 置 を 含 ん で な り 、 か つ 、 該 ピ ス ト ン 駆 動 装 置
が 、 薬 物 を カ プ セ ル か ら 駆 動 す る よ う ピ ス ト ン を 駆 動 す る よ う に 適 合 化 さ れ て い る 、

に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 ピ ス ト ン 駆 動 装 置 が 、 環 境 感 受 性 の 機 構 の 状 態 変 化 に 応 答 し て 膨 張 す る よ う に 適 合 化 さ
れ た 圧 縮 ガ ス を 含 ん で な る 、 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 ピ ス ト ン 駆 動 装 置 が ば ね 様 機 械 的 要 素 を 含 ん で な る 、 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 薬 物 を 貯 蔵 す る よ う に 適 合 化 さ れ て い る 、 摂 取 可 能 な カ プ セ ル で あ っ て 、
　 被 験 者 の 胃 腸 管 内 で の カ プ セ ル の 配 置 に 応 答 し て そ の 状 態 を 変 え る よ う に 適 合 化 さ れ て
い る 環 境 感 受 性 の 機 構 ； お よ び
　 該 環 境 感 受 性 の 機 構 の 状 態 変 化 に 応 答 し て 、 胃 腸 管 の 内 皮 層 を 直 接 通 し て 薬 物 を 駆 動 す
る よ う に 適 合 化 さ れ て い る 駆 動 機 構 、
を 含 ん で な る 該 カ プ セ ル
を 含 ん で な る 、 薬 物 投 与 の た め の 装 置 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 被 験 者 の 胃 腸 管 内 で の そ の 配 置 に 応 答 し て そ の 状 態 を 変 え る よ う に 適 合 化 さ れ て い る 摂
取 可 能 な 環 境 感 受 性 の 機 構 、 お よ び
　 該 環 境 感 受 性 の 機 構 の 状 態 変 化 に 応 答 し て 、 胃 腸 管 の 内 皮 層 を 直 接 通 し て 薬 物 を 駆 動 す
る よ う に 適 合 化 さ れ て い る 駆 動 機 構 、
を 含 ん で な る 、 薬 物 投 与 の た め の 装 置 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 被 験 者 の 胃 腸 管 を 通 っ て 移 動 す る よ う に 適 合 化 さ れ て い る カ プ セ ル で あ っ て 、
　 第 一 お よ び 第 二 の 電 極 ； な ら び に
　 胃 腸 管 に 沿 っ て 長 軸 方 向 に 分 布 さ れ た 複 数 の 部 位 の そ れ ぞ れ に お い て 、 第 一 の 電 極 か ら
胃 腸 管 の 内 皮 層 を 通 り か つ 第 二 の 電 極 に 向 け て イ オ ン ト フ ォ レ ー シ ス 電 流 を 駆 動 す る よ う
に 適 合 化 さ れ て い る 制 御 部 、
を 含 ん で な る 該 カ プ セ ル
を 含 ん で な る 装 置 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 被 験 者 の 胃 腸 管 を 通 っ て 移 動 す る よ う に 適 合 化 さ れ て い る カ プ セ ル で あ っ て 、
　 第 一 お よ び 第 二 の 電 極 ； な ら び に
　 胃 腸 管 に 沿 っ て 長 軸 方 向 に 分 布 さ れ た 複 数 の 部 位 の そ れ ぞ れ に お い て 、 第 一 の 電 極 か ら
胃 腸 管 の 内 皮 層 を 通 り か つ 第 二 の 電 極 に 向 け て 電 気 脈 動 電 流 を 駆 動 す る よ う に 適 合 化 さ れ
て い る 制 御 部 、
を 含 ん で な る 該 カ プ セ ル
を 含 ん で な る 装 置 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 制 御 部 が 、 カ プ セ ル の 移 動 中 に 電 気 脈 動 電 流 を 駆 動 す る よ う に 適 合 化 さ れ て い る 、

に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 制 御 部 が 、 第 一 お よ び 第 二 の 電 極 の 間 の 電 圧 降 下 が 約 ３ ボ ル ト よ り 大 き く な る よ う 設 定
す る よ う に 、 ま た 、 電 気 脈 動 電 流 の 特 徴 的 な 周 波 数 が 約 １ Ｈ ｚ と ３ ０ Ｈ ｚ の 間 と な る よ う
設 定 す る よ う に 適 合 化 さ れ て い る 、 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
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　 カ プ セ ル が そ の 外 表 面 上 に コ ー テ ィ ン グ を 含 ん で な り 、 ま た 、 制 御 部 が 該 コ ー テ ィ ン グ
の 状 態 の 変 化 に 応 答 し て 電 気 脈 動 電 流 を 駆 動 す る こ と を 開 始 す る よ う に 適 合 化 さ れ て い る
、 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 カ プ セ ル に よ り 貯 蔵 さ れ る 薬 物 ；
　 被 験 者 の 胃 腸 管 内 で の カ プ セ ル の 配 置 に 応 答 し て そ の 状 態 を 変 え る よ う に 適 合 化 さ れ て
い る 、 環 境 感 受 性 の 機 構 ； お よ び
　 環 境 感 受 性 の 機 構 の 状 態 変 化 に 応 答 し て 、 胃 腸 管 の 層 を 直 接 通 し て 薬 物 を 駆 動 す る
よ う に 適 合 化 さ れ て い る 駆 動 機 構 、
を 含 ん で な る 摂 取 可 能 な カ プ セ ル
を 含 ん で な る 、 薬 物 投 与 の た め の 装 置 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 環 境 感 受 性 の 機 構 が 、 該 カ プ セ ル が 被 験 者 の 小 腸 に あ る 場 合 に 状 態 の 変 化 を 受 け る よ う
に 適 合 化 さ れ て い る 、 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 カ プ セ ル が 、 環 境 感 受 性 の 機 構 の 状 態 変 化 に 応 答 し て 膨 張 す る よ う に 適 合 化 さ れ て い る
自 己 膨 張 可 能 な 部 分 を 含 ん で な る 、 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 環 境 感 受 性 の 機 構 が カ プ セ ル の コ ー テ ィ ン グ を 含 ん で な る 、

に 記 載 の 装 置 。  
【 請 求 項 ３ １ 】
　 コ ー テ ィ ン グ が ｐ Ｈ 感 受 性 の コ ー テ ィ ン グ を 含 ん で な る 、 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
　 コ ー テ ィ ン グ が 、 状 態 の 変 化 の 前 に 、 胃 腸 管 の 第 一 の 液 体 と の 駆 動 機 構 の 接 触 を 実 質 的
に 防 止 す る 様 式 で 駆 動 機 構 の 一 部 分 を 覆 う よ う に 適 合 化 さ れ て お り 、 ま た 、
　 該 コ ー テ ィ ン グ が 、 胃 腸 管 の 第 二 の 液 体 応 答 し て 、 駆 動 機 能
の 該 部 分 を 除 覆 す る よ う に 適 合 化 さ れ て い る 、

に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
　 駆 動 機 構 が 、 該 駆 動 機 構 の 該 部 分 の 除 覆 に 応 答 し て 、 胃 腸 管 の 層 を 直 接 通 し て 薬 物
を 駆 動 す る よ う に 適 合 化 さ れ て い る 、 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
　 カ プ セ ル が そ の 鋭 利 な 先 端 を 含 ん で な る 針 を 含 ん で な り 、 ま た 、
　 該 針 の 先 端 が 、 環 境 感 受 性 の 機 構 の 状 態 変 化 に 応 答 し て 、 胃 腸 管 の 層 に 接 触 す る よ
う に 適 合 化 さ れ て い る 、

に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ ５ 】
　 駆 動 機 構 が 制 御 部 、 第 一 の 電 極 お よ び 第 二 の 電 極 を 含 ん で な り 、 ま た 、
　 該 制 御 部 が 、 環 境 感 受 性 の 機 構 の 状 態 変 化 に 応 答 し て 第 一 お よ び 第 二 の 電 極 の 間 で 電 流
を 駆 動 す る よ う に 適 合 化 さ れ て い る 、

に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ ６ 】
　 駆 動 機 構 が 第 三 の 電 極 を 含 ん で な り 、 か つ 、 制 御 部 が 、 環 境 感 受 性 の 機 構 の 状 態 変 化 に
応 答 し て 第 一 お よ び 第 三 の 電 極 の 間 で 電 流 を 駆 動 す る よ う に 適 合 化 さ れ て い る 、

に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ ７ 】
　 制 御 部 が 、 第 一 お よ び 第 二 の 電 極 の 間 で 駆 動 さ れ る 電 流 を 、 本 質 的 に イ オ ン ト フ ォ レ ー
シ ス 電 流 よ り な る よ う 設 定 す る よ う に 適 合 化 さ れ て お り 、 ま た 、
　 制 御 部 が 、 第 一 お よ び 第 三 の 電 極 の 間 で 駆 動 さ れ る 電 流 を 、 本 質 的 に 電 気 脈 動 電 流 よ り
な る よ う 設 定 す る よ う に 適 合 化 さ れ て い る 、
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に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ ８ 】
　 制 御 部 が 、 電 気 脈 動 に よ っ て 胃 腸 管 の 層 の 強 固 な 接 合 部 を 通 る 薬 物 の 伝 導 を 増 大 さ
せ る よ う に 電 流 を 設 定 す る よ う に 適 合 化 さ れ て い る 、 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ ９ 】
　 制 御 部 が 、 電 流 が 約 １ ０ ０ Ｈ ｚ 未 満 の 特 徴 的 な 周 波 数 を 有 す る よ う に 設 定 す る よ う に 適
合 化 さ れ て い る 、 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ４ ０ 】
　 制 御 部 が 、 電 流 が 約 １ Ｈ ｚ よ り 大 き い 特 徴 的 な 周 波 数 を 有 す る よ う に 設 定 す る よ う に 適
合 化 さ れ て い る 、 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ４ １ 】
　 制 御 部 が ： （ ａ ） 胃 腸 管 の 層 を 通 し て 薬 物 を イ オ ン ト フ ォ レ ー シ ス 的 に 駆 動 す る の
に 十 分 な レ ベ ル で あ り 、 か つ （ ｂ ） 電 気 脈 動 に よ っ て 胃 腸 管 の 層 の 強 固 な 接 合 部 を 通
す 薬 物 の 伝 導 を 増 大 す る よ う 電 流 を 設 定 す る よ う に 適 合 化 さ れ て い る 、 に 記 載
の 装 置 。
【 請 求 項 ４ ２ 】
　 電 流 が イ オ ン ト フ ォ レ ー シ ス 電 流 お よ び 電 気 脈 動 電 流 を 包 含 し 、
　 制 御 部 が 、 第 一 お よ び 第 二 の 電 極 の 間 で イ オ ン ト フ ォ レ ー シ ス 電 流 を 駆 動 す る よ う に 適
合 化 さ れ て お り 、 ま た 、
　 制 御 部 が 、 第 一 お よ び 第 二 の 電 極 の 間 で 電 気 脈 動 電 流 を 駆 動 す る よ う に 適 合 化 さ れ て い
る 、

に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ４ ３ 】
　 駆 動 機 構 が ピ ス ト ン お よ び ピ ス ト ン 駆 動 装 置 を 含 ん で な り 、 か つ 、 該 ピ ス ト ン 駆 動 装 置
が 、 薬 物 を カ プ セ ル か ら 駆 動 す る よ う ピ ス ト ン を 駆 動 す る よ う に 適 合 化 さ れ て い る 、

に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ４ ４ 】
　 ピ ス ト ン 駆 動 装 置 が 、 環 境 感 受 性 の 機 構 の 状 態 変 化 に 応 答 し て 膨 張 す る よ う に 適 合 化 さ
れ た 圧 縮 ガ ス を 含 ん で な る 、 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ４ ５ 】
　 ピ ス ト ン 駆 動 装 置 が ば ね 様 機 械 的 要 素 を 含 ん で な る 、 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ４ ６ 】
　 薬 物 を 貯 蔵 す る よ う に 適 合 化 さ れ て い る 、 摂 取 可 能 な カ プ セ ル で あ っ て 、
　 被 験 者 の 胃 腸 管 内 で の カ プ セ ル の 配 置 に 応 答 し て そ の 状 態 を 変 え る よ う に 適 合 化 さ れ て
い る 環 境 感 受 性 の 機 構 ； お よ び
　 該 環 境 感 受 性 の 機 構 の 状 態 変 化 に 応 答 し て 、 胃 腸 管 の 層 を 直 接 通 し て 薬 物 を 駆 動 す
る よ う に 適 合 化 さ れ て い る 駆 動 機 構 、
を 含 ん で な る 該 カ プ セ ル
を 含 ん で な る 、 薬 物 投 与 の た め の 装 置 。
【 請 求 項 ４ ７ 】
　 被 験 者 の 胃 腸 管 内 で の そ の 配 置 に 応 答 し て そ の 状 態 を 変 え る よ う に 適 合 化 さ れ て い る 摂
取 可 能 な 環 境 感 受 性 の 機 構 、 お よ び
　 該 環 境 感 受 性 の 機 構 の 状 態 変 化 に 応 答 し て 、 胃 腸 管 の 層 を 直 接 通 し て 薬 物 を 駆 動 す
る よ う に 適 合 化 さ れ て い る 駆 動 機 構 、
を 含 ん で な る 、 薬 物 投 与 の た め の 装 置 。
【 請 求 項 ４ ８ 】
　 被 験 者 の 胃 腸 管 を 通 っ て 移 動 す る よ う に 適 合 化 さ れ て い る カ プ セ ル で あ っ て 、
　 第 一 お よ び 第 二 の 電 極 ； な ら び に
　 胃 腸 管 に 沿 っ て 長 軸 方 向 に 分 布 さ れ た 複 数 の 部 位 の そ れ ぞ れ に お い て 、 第 一 の 電 極 か ら
胃 腸 管 の 層 を 通 り か つ 第 二 の 電 極 に 向 け て イ オ ン ト フ ォ レ ー シ ス 電 流 を 駆 動 す る よ う
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に 適 合 化 さ れ て い る 制 御 部 、
を 含 ん で な る 該 カ プ セ ル
を 含 ん で な る 装 置 。
【 請 求 項 ４ ９ 】
　 被 験 者 の 胃 腸 管 を 通 っ て 移 動 す る よ う に 適 合 化 さ れ て い る カ プ セ ル で あ っ て 、
　 第 一 お よ び 第 二 の 電 極 ； な ら び に
　 胃 腸 管 に 沿 っ て 長 軸 方 向 に 分 布 さ れ た 複 数 の 部 位 の そ れ ぞ れ に お い て 、 第 一 の 電 極 か ら
胃 腸 管 の 層 を 通 り か つ 第 二 の 電 極 に 向 け て 電 気 脈 動 電 流 を 駆 動 す る よ う に 適 合 化 さ れ
て い る 制 御 部 、
を 含 ん で な る 該 カ プ セ ル
を 含 ん で な る 装 置 。
【 請 求 項 ５ ０ 】
　 制 御 部 が 、 カ プ セ ル の 移 動 中 に 電 気 脈 動 電 流 を 駆 動 す る よ う に 適 合 化 さ れ て い る 、

に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ５ １ 】
　 制 御 部 が 、 第 一 お よ び 第 二 の 電 極 の 間 の 電 圧 降 下 が 約 ３ ボ ル ト よ り 大 き く な る よ う 設 定
す る よ う に 、 ま た 、 電 気 脈 動 電 流 の 特 徴 的 な 周 波 数 が 約 １ Ｈ ｚ と ３ ０ Ｈ ｚ の 間 と な る よ う
設 定 す る よ う に 適 合 化 さ れ て い る 、 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ５ ２ 】
　 カ プ セ ル が そ の 外 表 面 上 に コ ー テ ィ ン グ を 含 ん で な り 、 ま た 、 制 御 部 が 該 コ ー テ ィ ン グ
の 状 態 の 変 化 に 応 答 し て 電 気 脈 動 電 流 を 駆 動 す る こ と を 開 始 す る よ う に 適 合 化 さ れ て い る
、 記 載 の 装 置 。
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